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Abs 量ract

　Recentiy，　the　concept 　of　the　depth　of　color 　becornes　of　the　growing 　importance　in　the　cobrant

application 　fleld，　But　a　calculating 　method 　ava 目able 　on 　the　basis　Qf　the　CIELAB　Golor 　system 　has　not

yet　been　derived　so 　far，

　【nthis 　study ，　the　authors 　derived　an　equation 　of　computing 　the　depth　value 　from　the　CIELAB　L ＊

，

C ＊

， h
°
values 　and 　obtained 　the　follwing　equation 　of　the　depth　value 　D α E乙朋

．

　　　 DciE乙AB 　 ：（100
− z二＊）十（o．1十 ∠lh°2go1360

°

）× c ＊

　where 　meanings 　of 　the　symbols 　in　the　fQrmula　are 　as 　fo凵ows ：

　　　 L ＊

　　　 ：α ELAB　metric 　lightness

　　　 C ＊　　　　：GIELAB 　 metric 　chroma

　　 Ah °

2go 　　 ：Difference　from　290° in　CIELAB　metric 　hue−angle 　h
°

　 We 　expect 　that　depth　of　color 　under 　various 　 iHuminants　is　evaluated 　 by　using 　new 　depth　value

DciELAB，　and 　this　formu 【a　is　used ｝n　various 　colorant 　application 　fields，

要　旨

　近年 ， 色材応用分野 にお い て は ， 色濃度概念の重要 1生が指摘され て いる 。 しか し， 現在も っ とも よく使用されて

い る OIELAB 表色系 における有用な色濃度値 の 構成 は行われ て い な い。

　本研究 で は ， 〔⊃IELAB 表色ts　L＊

，
　 C＊

， ガ か ら色濃度を算 出する式に つ い て 検 討 し次式 を導 いた 。 これ によ

り，こ れま で の 色濃度値 の 問題点 で あ る 様 々な光源下 で の 色濃度評価が行えるようにな り，色材応用分野にお ける

様々な応用 の 可能性も推測 で ぎる 。

　　　 DCiELAB＝ （100− Z二＊

）十 （0．1十 ∠lh°eco／360
°
）× C ＊

　こ こ で ，

　　　 L ＊
　 　 ：OIELAB メ トリ ッ クライ ト・ネス

　　　 0 ＊
　　 ： CIELAB メ トリ ッ クク ロ マ

　　 tih°2go　　 ：OlELAB メ トリッ ク色相角 h°…2goeか らの Jze差
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　 1．緒言

　応用色彩学にお い て は，い くつ かの 未解決な問題点

が指摘
D
されて い るが，色濃度の定量化もその

一
つ で

ある 。 とりわけ物体色を扱う色材応用分野 におい て は ，

色濃度は色彩を評価する上で きわめて重要な因子 であ

る 。

　たとえば，色材の濃度や混合比の物理量が必 ずしも

その処方で表現 した色濃度という感覚量 と単純 な定量

関係を持 っ て い な い こ と
E）
や，同 じ色材 で 表現 した着

色物であっ ても同一
の色濃度の レベ ルでなければ堅牢

度は違 っ て くるため ， 色濃度を
一

定にそろえた試料を

用 い て 堅牢度試験を行い 比較や評価を して い る こ と
3）

など ， 実際に は，色濃度を常に意識しながら色彩評価

な ど の作業を 行わな ければならな い 。

　この ため ， これ ま でにも A 値
4）

，
θ値

5）
，

β 値
B）

，

1）＊

値
7）
，D ，

＊

値
B）
などの 色濃度の 定量化の提案が行わ

れて い る が，これらの 色濃度の定量化方法は個々に問

題点を持 っ ている。

　色濃度の 定量化が十分に満足とは い かない原因は，

これま で の 色濃度の定量化がそれぞれ別の表色系で構

成ざれ て きたためや ， 表色系間の変換が複雑で あり ，

相互 間の 関係が容易に 比較検討で きな い ためな ど であ

ると考え られる 。 特に，これらの色濃度値が現在広く

使用されて い る OIE 表色系や OIELAB 表色系か ら

の直接算出がで きな い こ とが ， 色濃度がきわめ て 重要

な概念にもかかわらず ， 実際に広く適用されて い な い

最大の 理由である と考え ら れる。

　も っ とも，OlE 表色系 は感覚 的な表色系で はな く，

感覚量 で ある色濃度の 定量化を簡単な式で表すこ とを

容易 に 行 え な い こ と も問題 を 難 し い も の に して い る
一

因である 。 しか し， OiE 表色 系か ら簡単 な算 出式 に

よ っ て 得られる OIELAB 衷色系の表色re　L ＊

，　 C ＊

，

h°を用 い る 表色法は マ ン セル表色法とある程度の 相

関関係があり，人悶の感覚と似て い る 。

　そ こ で ， 本報 で は ， マ ン セ ル表色系か ら算出で き る

色濃度 値 D ，
＊
を参考に しなが ら，現在，実用にも 国

際的に広 く使用されて い る OIELAB 表色値に よ っ て

色濃度を構成ず る こ とを試み た 。

　これに よつ，従来から提案さ れ て い る色濃度値が一

定 の 光 源 下 で しか 適 用 で き な い こ と に 対 し，

OIELAB 表色系 で 色濃 度II奘値を構成す る こ と で ，

様々な光源下 で 色濃度の 評価を行うこ とがで きるよう

になると考え られる 。 また，OiELAB 表色系が広い

分野 で使用されて い る だけに，汎用性の向上とともに

様々な応用 の 可能性も推測 で きる 。

　 2．実験方法ならびに結果

　 E − 1　 CIELAB 表色系とマ ンセル表色系

　 OIELAB 表色系は ，
　 Adams −Nickerson 表色

系を 改良し た 衰色 系 で
，
OlEXYZ 表色 系か ら

OiELAB 表色系の L ＊

，
　 a

＊，　 b＊
を経て算出 できる表

色値 h
°

， L＊

，
　 C＊

は ， マ ン セル 表色 系の 三 属性H ，

V ，C ときわめ て相関性がよ い 。 そ し て，　 OIELAB

表色系とマ ンセル表色系それぞれの三属性につ いて下

記の式によ っ て 近似で きる こ とが
一
般に知 られて い る 。

0

　

浴

工

53

／

／

／

が

ぴ

ゲ

＝゚，
．＝．
’＝P

yc

斟

（1）

〔2）

（3）

こ こ で， V 　　マ ン セ ルバリュ ー

　　　　C 　　マ ン セル ク ロ マ

　　　　Hj＞ ：マ ン セル ヒ ュ
ー

ナンバ
ー

　　　　L ＊

　
’
OIELAB メ ト

1
丿ッ ク ラ イ トネ ス

　　　　C ＊

　 01ELAB メ トリッ クク ロマ

　　　　が 　 ．OlELAB メ トリッ ク色相角

　実際に ， JIS　Z −8ア21の 付表に示された マ ン セル表

色値 と Yxy 裹色 篠の 対応 ヂ ータを 用 い て 0 ［ELAB

表色値に変換を行い ，それぞれの三 属性間の関係を図

示するとFig．｝〜 3になる。

　 Fig．］は マ ン セルバ リュ
ー V と OIELAB メ ト・リ

ッ クライ トネス L ＊
との関係を示 した図 で ， ま っ た く

の直線関係 であり ， 相関係数が D，9999の一
次回帰が で

きる 。 すなわ ち，〔1）式で 示されたOIELAB メ トリッ

クラ イ トネス L ＊

とマ ン セ ル バ リュ
ーV との関係は ，

OIELAB メ ト・リッ クライ トネ ス L ＊

を 1／IO倍すれ ば

マ ン セルバ
1
丿ユ

ーY になる として も差 し支えな い と考

えられる 。

　 Flg．2はマ ン セ ル ク ロ マ C と OIELAB メ トリ ッ

クク ロ マ C ＊
との 関係につ い て示 した図で ， ある程度

プ ロ ッ トが散らばっ て い るもの の相関係数は0．9534で

あ り，色相 によ っ て 多少のズレはあるも の の，簡易的

な近似式に して は許容で き る 範囲 と考え られる 。

　 Fig ．3 は マ ン セ ル ヒ ュ
ー ナ ン バ ー 狃 〉 と

OIELAB メ トリッ ク色相角 ゲ との関係 につ い て 示

し た 図 で ，マ ン セ ル ヒ ュ
ー

ナ ン バ
ー

　HV ・＝O と

OIELAB メ トリ ッ ク色相角 h°…09との 問に，マ ル

匚二二二 ニ ー ］ liO ［二＝＝＝＝二＝ ＝：−
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betWBBn 　 M 凵nsell レ　臼nd

プロ ッ トが 2 ヶ 所 に渡 っ て 分布 して い るが， そ の 間 の

関係は相関係数0．9879ときわめ て良好な関係で ある と

い え る 。 すなわち，基準色相さえ相応 に 設定すれば，

（3）式はぼぼ成 り立つ ことが推測できる 。

　以上のことよ り， マ ンセル表色値と O ［ELAB 表色

値の 闘の 関係式 は，多少の 誤差 は有して い る も の の ，

概略的にはある程度妥当な対応関係がある 。

Fig．　l　 The 　relaゼo 「旧 hip
　 　 　 OFELAB 　Ll

20

　　　　　　　　　　　　 葺　 目

濃

　 2− 2　 CIELAB 表色値からの色濃度構成

　寺主は これまで に心理実験などを行い マ ン セル表色

系の下記の色濃度式
ア）
を得て い る 。

ct！5

16

12

8

4

0
　 0 4 8　　　 12　　　 16　　　 20

　 　 Cb
巳tw 巳en 　Munsell 　 C 　and

1）＊＝eXPIo ｛（1092／2）× （10− V ）

　　 十 C × （m 十 AHSP）× 10
−3
｝ （4）

　そして さ らに，マ ン セル表色系の マ ン セルバ リュ
ー

と同 じ 0〜10の値を とるように D ，

＊

値と して以下の

算出式
8＞
を用いて いる 。

0 乙

＊ ＝（10− V ）十 〇、006644× C × （m 十 n × ∠1島 p）　（5｝

Fig．2　 丁冖e 　relationship

　 　 　 O 旺LAB 　C ホ

100

こ こ で，D ，

＊
：0≦ 1）L ＊

≦ 10 の値をとる。

　　　　 m 　：係数，
一

般に m ；5

　　　　 n 　 ：イ系数，一般に　n − 1

　　　 tiH，．
　：マ ン セル表色系に おける色相 5P か

　　　　　　　らの色相差 0≦ 1鶚F ≦ 5 
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Fig．3　The 　relationship

　 　 　 GIELAB ガ

40 　　　　 60 　 　　　 80

　 HNbetwe
臼 n 　MunselI

100

朋 V　and

セル ヒュ
ー

ナンバ
ー

で 約 14ス テ ッ プ， OIELAB メ ト

リ ッ ク色相角 ガ で約50
°
ぼどの ズ レが生 じて い るため ，

　1）L＊
値は ， 人閹の色濃度区分感覚との対応

9）
が認め

られたり， 堅牢痩評価へ の応用
10）

， またさらには ， ト

ーン の 定量化
11）

な どの 応 用 も行われ て お り実用価値が

高い と考え られる 。

　しかしながら，
D ，

＊

値はマ ン セ ル表色系の 持つ 0 光

源 2視 野の特定条件下だけに限定されて い るものの，

D ，

＊

値を参考に OIELAB 表色系において 色濃度値が

構成 で きれば ， さ らに契用的な色濃度値が構成で きる

ことになる と考え られる 。

　すなわち ， O 亅ELAB 表色系か ら色濃度を構成する

場合 ，
1）L＊ 値とある程度相関性をもたせるな ら ば，マ

ン セル表色系とOiELAB 表色系の関係式（1）， （E）， （3＞

を（5）式 に代入す る こ とにより ， CIELAB 表色系にお

ける色濃度値を算出する次式を簡易的に導くこ とが で

きる こ と になる 。

1）L＊

｛cIELAH ）
＝（loe− L ＊

）110十 〇．oo6644× （c
＊15）

［ ＝ 二＝ ：＝ ＝ ＝ ＝ ＝＝ ＝＝ ＝ 111 ［ 二＝ ＝＝ ＝ ：二 二 ＝ ＝ ＝ ＝ ］
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× （m 十 n × ∠lh°x13 ．6）

ここで，Zh°
x

〔6）

．基準となる 01ELAB メ トリッ

ク色相角 が か らの ガ 差 ， 添字

x は基準となる ゲ 値を示す 。

　も っ と も，（6）式 に よ っ て 算 出 さ れ る 色 濃度 値

D ，
＊
（。エELAB ｝は， 0〜10の 範囲 を と る こ と に な る が，

CIELAB 表色系で構成ざれ る 色濃度で ある こ とや ，

パーセ ン ト表示と して の意味合い を考え合わせると，

OIELAB メ ト リ ッ ク ラ イ ト ネ ス L ＊

の よ う に

0〜10Dの範囲をとる方がよいの で はな い かと考 えら

れる 。

　またさ らに
， 01ELAB 表色系における色濃度 式と

して 新規 に構成するわけ で ある の で，  式の整理 と係

数の新たな設定を行うと，算出する値が 口
〜10Dの 範

囲を と る
一

般式を導く こ とがで きる。

値

DCiELAn− 10× ｛（100− L ＊

）ノ10＋ 忽 × C ＊

　　　　× （ん2＋ ん3 × 100× Ah °
x1360

°
）｝ （7）

こ こ で ，
Dc 凪 AB 　 OIELAB 表色系における色濃度

0≦ 1）crELAR ≦ 100

島 ， 2々， 島 ：係数
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　〔乃式 において ， 島 は 島 および 虍3 によ っ て自動的に

設定される係数で ある の で ， 実質的には，DL ＊

値との

相関性をよ くずるように
， （7）式の 島， 島，

x を決め る

ことによ っ て具体的な色濃度式 として 規定できる こ と

になる 。

　　　 2 − 3　 彩度寄与因子項 の基準色相の設定

　　　 実在する物体色の範囲で は ， 色濃度 は同
一

の 明度 で

　　 あるな らば，彩度が高くなるにつ れて大きな値をとる

　　 ことは，これまでの色濃度値の提案
4−B）から明 らかに

　　 な っ て い る 。 こ の色濃度へ の彩度の影響は彩度寄与因

　　 子 と呼べ るが，彩度寄与因子へ の色相の影響に つ い て

　　 の認識は ， それぞれの提案によ っ て多少異な っ て い る 。

　　　 しか しなが ら，マ ン セル表色系 で 表現す る な らば，

　　 ほぼ 5Y か ら 5GY の範囲がも っ とも彩度 寄与が大 き

　　 い色相で あ り ，
5PB か ら 5P の範囲がも っ と も彩度

　　 寄与が小さ い色相で あ り，彩度寄与因子が補色の関係

　　 で 表わせる とい う こ とが こ れま で の 提案の ほぼ共通 し

　　 た認識であ っ た 。

　　　 Fig．4は，　 OIELABa ＊− b＊ 図にJIS 　 Z −872亅付

　　 表の マ ン セル データを展開 した図であるが， マ ン セル

　　 表色系の補色関係は，OIELAB 表色系におい て必ず
’
　 しも完全 には補色関係 にな っ て いな い 。 そ のた め ，

　　 OIELAB 表色系による色濃度の構成におい てマ ン セ

　　 ル表色系の 色濃度の 値 D ，

＊
と の相関性を考える に し

　　 て も ， （4）rtにみ られ る D ．

＊
値算出式 で 使用 して いる

　　マ ン セ ル 表色 系の 補色関係を そ の ままOlELAB 表色

　　 系に持ち込む こ とは できない 。

　　　 実際 ， 彩度寄与因子のも っ とも大き くなると共通 に

　 　 　 200

100

げ　　o

一100

一200
　 −200 一100 Oa 100 200

Flg．5　 01ELAE ヨm ∈3tr［o 　hue −anglearea 　corresPondlng

　 　 　 tD　 JFY
〜5CYan 〔】」

「PB − 5P 　Munsell　 hue 　a厂ea

認 識 さ れ て い る 5Y か ら 5GY の 色 相 範 囲 は ，

OIELAB 表色系で はFig．5にみ られる よう に，ほ

ぼ 90Q≦ ガ ≦ 工10°である 。 また
， 彩度寄与因子の もっ

と も 小 さ くな る 5PB か ら 5P の色相範囲 は ， ほ ぼ

270°≦ he≦ 320
°
で あ り，

180
°
対称 の補 色関係 に はな

っ て いない 。

　しか しながら ， 補 色関係が Fi8．5 にみ られる程度

の 小さなズレで ある こ とや ， 色濃度 に影響を与え る 三

属性因子 の中で は色相がも っ とも小さな因子である こ

とも考え合わせると， OIELAB 表色系で色濃度を構

成するときにOFELAB 表色系の補色関係をその まま

用い て も，マ ン セ ル 表色系から構成する D ．

＊

値 とは

大 き な 誤 差 は 生 じ な い と 予 測 で き る 。 ま た ，

OIELAB 表色系 で の補色関係をそ の まま用 い る と ，

色濃度式を構成する上 にお い て も式の単純化が で きる

こ と に な り使用上 の 簡便さが得られる と 考え られる。

　したがっ て ， OIELAB 表色系の補色 関係 をその ま

ま用い る こ とを前提にすると ， 彩度寄与のも っ とも大

き い メ ト・リ ッ ク色相角は 90°≦ が ≦ 110Q，彩度寄与因

子の も っ とも小き い メ トリ ッ ク色相角は 270°≦ h°≦

29 
゜
の 範囲で設定する こ とがよ い と仮定できる 。 こ

こ で基準メ トリッ ク色相角の設定は彩度寄与因子 の 大

き い側か彩度寄与因子の小さい側の どちらにするか に

つ い て は，特に必然性はない もの の，彩度寄与因子の

大き い メ ト・リッ ク色相角を基準にするより，彩度寄与

因子の小さいメ トリ ッ ク色相角を基準 にする方が ， こ

れま で の色濃度瘻が P ，PB 系を基準色相におい て い

る の で，〔7）式における基準メ トリ ッ ク色相角 x も270
°

〜290
°
の範囲に固定する方がよい と考えられる 。

　 2・− 4　 CIELAB 表麁系での色濃度の構成

　OIELAB 表色系で色濃度の 構成を行う場合，（7）式

の係数 鳧， 島，
x を変動させて算出した色濃度値 とマ

ンセル表色系の色 濃度 leL　D ，

＊
とをシミ ュ レ

ー
シ ョ ン

比較す る こ とによ っ て ， 適好な 島， 島 ，
x を導き出す

こ とがで きると予測で きる 。

　そ こ で，JIS　Z −8721付表の マ ン セ ル デ ータを 用

い， 島，ん3，x を変動さ せ て 算出 した DCiELAB値 と

DL ＊
値との相関性を検討するシミュ レ

ー
シ ョ ンを行 っ

た。使用 した」1SZ −8721の総ヂ
ー

タ数は2742で ，内

訳はク ロ マ 2刻 み の有彩色2ア33デー
タ と無彩色 9デ

ー

タ で あ る 。 　　 ・

　先に 共通 の補色関係から得られた基準メ トリッ ク色

相角範囲 270°≦ が ≦290°の 中で，基準メ トリ ッ ク色

［二＝ ＝＝一 ］ 113 ［二二：：：二＝−
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k2 k δ
h° r Slope 工ntercept

4．50 ．752goG ．97509 ．2750 ．1940
5．o0 ．752900 ．97529 ．318o ．1991
5．50 ．752900 ．97539 ．362o ．2042
6．0O ，702900 ．97509 ，2950 ．1956
6．G0 ．75290O ．97539 ．406G ．2093
6．5o ．7G2go0 ．97519 ．339G ．2007
6、5O ．752900 ．97539 ．4500 ．2144
7．0O ．702go0 ．97529 ．3820 ．2060
7，0O ．752go0 ．975ユ 9．494o ．2197
7．50 ．7029 σ O．97529 ．426O ．2且 O
パ7．．．5

．．．．ζ
．
．1
．．Oξ：

？．51．．：．．．・广　　　．广」．
　　　　　．匸同．．．
．｛
．＝…2呂＝骸．：，．．；＝1．．．轟＝：  麟 ：…

．
；：ξ…i蓍

∈…
5・…＿．＿．．．　　　　 　 召．　　　　瓢：＝＝＝7．．．＝广．…i灘 i纏鑿…i灘

8．0O ．702900 ．97519 ．47002160
8．5o ．702900 ．97509 ．514O ．2212

a 　correlation 　ceefficient
囓　，r

10

「
−
he　s 「oPe 　and 　interoePt　In　the　area 　of 　high

correlation 　 ooeffieient
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相角 を ゲ＝270°
，
280°

，
29G°の 3種 類 に設定 し て 検

討するため ， とりあえず ， 〔5＞式 の 係数を用 い る と，k，

は 2々，島 にともな っ て 変動する係数で ある の で，k・

を〔5），〔6）式と同 じん、
＝ 0．006644に固定し ， k2　EO ．5毎 ，

麁 を0．05毎に シミ ュ レ
ー

シ ョ ンを行 い ， そ の 条件下

で の DCtELAB値と DL＊

値の相関を求めた 。

　 Fig ．6〜 8は
， それ ぞれ基準 メ トリ ッ ク色相角 を

x ＝270°
，
280°

，
290Dと設 定 し て，島，ん3 を変 動させ

た場合 の相関係数を示す図で あ る 。

　こ の 結 果，Fig ．B に み ら れ る x ＝ 290°
，
　 k2≒ 4．5

〜8．5， 島≒ 0．70〜0．75の相関係数 D．975以上 の範囲
・
で

あ るな らば ， マ ン セ ル表色 系によ る 色濃度値 D 詳 と

相関性の 高い 色濃度値を設定する こ とができる と考え

られる。また，傾きと切片に つ い ては x
， 鳧， 島 がど

の値を取ろうと大きな変化はなか っ たが ， 相関係数が

0．9750を越え る場合の 傾き と切片を Table ．1に 示す 。

　またさらに，基準メ トリ ッ ク色相角は x − 290°と設

定 で き ， 島， 麁 はある程度 の 範囲を持 つ も の の ， 紐

と k3の 中心値で ある k，
・＝ 7．5，ん3

一α75 を（1式 に代入

す る と次 式 に な り，こ の 式 に よ っ て 算 出さ れる

DcrELAB値と D ，

＊

値 の関係 は Fig．9によ っ て 表す こ と

がでぎる 。
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五）α E 乙AB
＝（100一丿L＊

）十 10× o，oo6644× （c ＊15）

　　　　× （7．5十 〇．75× 100x ∠lh°

2． 1360つ　　　　（8）

　さらに ，   式の係数を整理すると次式を導く ことが

で きる 。

　こ の式によっ て算出される DCtELAB　k と D ，

＊

値の 関

係はF 陪．10によ っ て 表す こ とが で ぎる 。

o α跏 ド （10 一ム
＊

）＋（oユ＋ ∠fh°29。1360D）× c ＊

（9）

こ こ で，tih
“
2go ：が ＝ 290°か ら の ガ 差

，

　　　　　　　 0°≦ ∠ぬ
゜
2go ≦ 180°をとる 。

　またさ らに，Flg．IOの うち色相，明度，ク ロ マ 毎

の Dc 、ELAB 　maと Z）乙

＊

値の関係 につ い てみ た図が Fig．

1ト 13zrある 。

　Fig湘 は色相 Y
，
　 R

，
β での関係 ，

　 F陪．1Eは明度

8 ， 5 ， 2 で の関 係 ， F 「g．13は ク ロ マ 2 ， 8 ， 14で

の 関係を示 した図で ある 。 こ れらの 図よ りY 色相 で 高

クロ マでの関係にやや大きな誤差が認められる 。 しか

しながら ， 実在する マ ン セル色票はJIS　Z −Bア21の デ

ータよ り低ク ロ マ の もの しかなく，こ の こ とを考え 合

わせれば ， OIELAB 表色系とマ ン セ ル表色系な関係

は Fig．4に み られるよ うな歪を持 っ て い る にもか か

わらず，色濃度値に変換すれば全体的には誤差は小さ

いと考え られ る 。

Sp．No． 9c 【 ELAaDL
零 Sp．　No． Dc 匚8LABDI ，’

騨 7．770 ．879P2 ウ
24．622 ．620

Gy−9。o 工2．271 ．279P6 ＋
26．652 ，560

Gy−7．026 ．882 ．8MP10 ＋ 27．552 ，454
Gy−5，047 ．214 ．867P14 を 25．132 ．704
Gy−3．O64 ．996 ，594P18 ＋ 22，572 ．533
Bk 79．428 ．013P22 ＋

21．622 ．263

v2 78．077 ．874ltg2 28．343 ．033
v6 67．986 ．096ltg6 27．422 ，788
v10 73．926 ．611ltg103 工，803 ，034
v14 70．047 ．620ltgl430 ．693 ，270
v18 68．337 ．469ltg1832 ．473 ．527
v22 70．666 ．858ltg2231 ．553 ，279

dk2 73．857 ．364d2 61．726 。257
dk6 69，676 ．873d6 55．915 ．510
dk10 75．587 ．366dlo 63．636 ．D47
d玩14 71．717 ．436d14 63．406 ．767
dk18 73．037 ．498

广
d18 62。896 ．δ36

dk22 75．457 ．453d22 61，406 ，DB3

丁自ble．2　 The 　oomDarative 　tabl巳 between 　DL＊and

　 　 　 　 DciELAfi（s ［〕me 　 samPl 巳 s 　 of 　t冖e 　 Nihon ＄hikken

　 　 　 　 1750010r　oard ）

100

80

　 　 60

DCIELAB

　 　 40

20

’
／

D

　
　
　

襲
輪

　
　
　

Q
°。

　　　　　。ゴ

／ ：：：獵 1：呈
，評　　　　　　　　 sl。P・

．6 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　intercepし

r　＝　0，9878

a ＝9．842b
≡O．166

　 2 − 5　 実際の色票の色濃度評価

　OIELAB 表色 系 による色濃度　DCIELAB値 は ， 感覚

との 対応
9）
も認められ て い る D ，

＊

値を参考に構成 して

い るので，ある程度の妥当性は予想できる。 しかしな

がら，単に マ ン セル H
，

V
，
　 C をそれ に対応す る he

，

L ＊

，C ＊
に置換す る こ とによ り色濃度式を構成しただ

けであり，実際に 色票などの具体的な試料の 算出等に

よる誤差につ い て検討したわけではない 。 したが っ て ，

一般に広 く使用 され て いる色票を用 い て 1）CiELAB 値 と

1）L
＊

値による色濃度評価を行い比較した 。

　使用 し た色票 は 日本色研事業株式会社製の 配色 カ ー

ド175で ， 色 彩 計 （日本 電色社 製色彩 計 ND −1001

DP ）を 用 い て 測色 し ，
　 i則色 さ れ た 三 刺激値 か ら

0 ］ELAB 表色 系か らの 1）CJELAB 値 と マ ンセル表色 系

からの D ，

＊

値とを算出した 。

　Table ．2は 算 出した ヱ）CtEtAB 値と D ，
＊
値 の デ

ー
タ

の
一部を表に したも の で あり，F陪 ．11は175色票の 測

　 　 　 0
　 　 　 　 0 　　 　　 2　　 　　 4　　 　　 6　 　 　　 8　 　 　　10

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 DL ＊

Fig．悶 　Tlte 「創 ati 〔〕冂 shP 　b8tween 　DL ’
日「1d 　DciELAe　 of 　1ア5

　 　 　 0010 「 Ga 「〔js

色デ
ータから算出 した DCJELAB値と D 乙

＊
値を比較 した

図で ある 。 また，そ の 数値間の相 関係数は0．9B7B，傾

きは9．8tTl6，切片は0．1661　zrある。 すなわち こ の こ と

は ，
D α ε乙朋 値が 疏

＊

値を 10倍 した関係である という

当初 の 設計思想どう り で あ り，
Dc 、ELAB 値算出式 の 構

成はほぼ満足 で き る結果で ある こ とを意味して い ると

い え よ う 。

　また本研究にお いて ， 物体色で は存在 しな いと推測

される高ク ロ マ の デ ータを含んだ JIS　 Z −B7巳1の 付表

ヂータ に よ っ て 色濃度値の 構成を試み た た め
， Fig．9，

IOに み られる よう に高色濃度域で 1）c、ELAB 　ffで IBO，
DL ＊ 値で IDを越え る計算結果も得ら れ た 。 しか しなが

ら ， 配色カ
ー

ド1ア50はほぼ色空間全 体にわた っ て 色

票が用意され て お り ， その 存在域は物体色の 存在域を

あ る 程度示 して い る とも い え る が，実際 に そ の 色濃度

値はFlg．14に み られるよ うにグ ラ フ から の逸脱はな

［ ＝ 二二＝ 一 コ 116 ［＝ ＝：：＝ ＝ 二 iffElllllfflllA
。 ，erv 、 c ．
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く ， その意昧に お い ても，色 濃度値 D α E 鵬 は物体色

の存在域内で はぼぼ問題なく適用できる と推測で きる 。

　 3．考察

　 マ ン セル表色系より算出できる色濃度値 1）L＊

を参

考にしながら ， JI＄ Z −8721付表の マ ン セルデ ータに

よ る シミュ レーシ ョ ン計算を行い，現在，
一
般に広く

使用 され て い る CIELAB 表 色 値 に よ る色 濃度 値

DcmLAB値を構成 した 。

　 これによ っ て ，たとえば，XYZ 三刺激値から い っ

たんマ ン セル表色値 へ の図形変換を経由 しなけれ ばな

ら な か っ た こ れ ま で の 色 濃度 値 の 算 出に 対 し，

1）CtELAB は XYZ 三 刺激値か ら OiELAB 表色偵を 経

る数式変換 だけ によっ て直接的に求め られる 。

　また
，
Dc、ELAB 値と 跳

＊

値と の相関 に つ い て 実際の

色票 で と検討を行 い，その 数値間の関係 は良好な相関

が認め られた 。

　以上の結果，従来から提案されて い る色濃度値が一

定の光源下 で しか適用でき ないのに対 し，O 旺 LAB

表色系で色濃度値を構成する こ とにより様々な光源下

で評価を行うこ とができる ようになるとも考え られ ，

OIELAB 表色系が広 い 分野 で 使用 され て い るだ けに，

DCJStAB値の 汎用性の 向上 ととも に様々な応用の可 能

性も期待できる Q

　今後，様々な光源下で の感覚との対応など，引き続

い て 検討 しなけれ ばならな い 課題 は残 して い るもの の ，

と りあえず計測評 価の ため の 汎用性の あ る色濃度値の

基本的なモデルが得られた と考えられる 。
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